
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐久建設事務所だより 

崩壊直後平成 27 年 12 月 7 日撮影 

第 3号 平成 28年 11月

 

現在、噴火警戒レベルが２となっている浅間山の火山防災対策について理解を深めるため、防

災担当者による浅間山合同登山を 10 月 28 日に行いました。 

 

防災対策施設として設置している黒斑山監視カメラや槍ヶ鞘シェルターの視察、また、携帯電

話不感地域解消のため、小諸市が行っている携帯電話基地局の建設状況の視察を行いました。 

 

黒斑山外輪山の尾根沿いを周遊しながら、標高 2,400m の高さから雄大な浅間山と湯の平を

眼下に望むことができました。 

浅間⼭登⼭を⾏いました  

「この背景地図等データは、国土地理院の電子国土Webシステムから配信されたものである。」

車坂峠から黒斑山、蛇骨岳を登り、仙人岳から折り返して車坂峠に戻るコ

ースを登りました。 

槍ヶ鞘シェルター浅間山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
子どもたちが河川環境を学ぶ機会として、千曲川ロータリークラブ主催の稚魚の放流を

10 月 19 日に行いました。佐久穂町小学校の 4 年生 86 名が参加し、6000 匹のヤマメ

を放流しました。 

放流を行った場所は千曲川、佐久穂町宮前橋下

流右岸です。 

 

台風の影響で延期になっていましたが、当日は

気持ちの良い晴天に恵まれました。 

 

今回、用意してあった稚魚は、6000 匹ですが、

他の魚に食べられてしまったり、衰弱等でその

うちの 1 割ほどしか生き残ることができないそ

うです。 

 ⼦どもたちと稚⿂の放流を⾏いました  

子どもたちは、生きている魚を間近で見て、触

れることが少ないのか、恐る恐るバケツの中

をのぞいていましたが、だんだん慣れてくる

と、 

「もう一回、魚もらってくる！」 

「（魚をつかんだあとに）手がぬるぬるする」

「魚を育てたい」 

等と思い思いに放流していました。 

 

きれいな川に戻ってこられるよう、ゴミ等を

捨てないよう気を付けましょう！ 

今回の放流した稚魚は「ヤマメ」という魚で、

一旦海に出て、サクラマスと名前を変えて再

び戻ってくるそうです。 

 

はじめに千曲川ロータリークラブの黒岩会長

や佐久建設事務所の宮原所長から挨拶があ

り、南佐久郡南部漁業組合の方から千曲川に

棲む魚の説明を聞いた後、いよいよ稚魚の放

流が始まりました。 


